
企業が従業員に対して実施する研修・教育訓練については、「従業員のスキマ時間に訓練を受講させ
たい」「オンラインで効率的に訓練を実施したい」といったニーズが寄せられています。
生産性向上人材育成支援センターでは、ｅラーニング形式により複数の訓練を定額で受講できる「サ

ブスクリプション型生産性向上支援訓練」を実施しています。

サブスクリプション型生産性向上支援訓練は、支給要件を満たした場合、人材開発支援助成金「人への投資促進コース」
（定額制訓練）の助成対象となります。詳しくは、厚生労働省のHPまたは最寄りの労働局にお問い合わせください。
助成金のご活用を希望される場合は、受講申込書の該当欄に✔を記入してください。
※人材開発支援助成金は、訓練開始の１か月前までの申請が必要です。

業務効率向上のための時間管理
タイムマネジメント手法やタスク管理の方法など、

業務の効率化・スピード化のための知識を習得します。

業務上の問題点の可視化や、改善に向けた具体的な進め
方など、業務改善の視点と方法を習得します。

組織の管理機能や職位に応じた統率力など、職場のチー
ムワークをけん引できる能力を習得します。

成果を上げる業務改善

職場のリーダーに求められる統率力の向上

【生産性向上コース】

※上記コース動画以外にＩＴスキルに関する研修動画が視聴可能です。（人材開発支援助成金対象外です。）

サブスクリプション型生産性向上支援訓練のご案内

LMSを活用した動画視聴によるｅラーニング形式のため、受講する時間や場所を柔軟に選択できます。
通常の生産性訓練よりも安価な受講料（１人あたり税込920円）で２か月間定額で受講できます。
センターが指定する２か月間で、くり返し受講することができます。

◇ サブスクリプション型生産性向上支援訓練 ３ つのポイント

◇ 2025年度に受講できる訓練コース（裏面もご覧ください！）

●受講料について
生産性向上コース ９２０円（税込）
ＤＸ対応コース ９２０円（税込）

※【生産性向上コース】【ＤＸ対応コース】のどちらも
受講を希望される場合は両方にお申込いただき、その
場合の受講料は、１，８４０円（税込）となります。

【ＤＸ対応コース】新規開講コース！！
ITツールを活用した業務改善
ITツールの特徴や種類など、業務改善に適切なITツー
ルを選定するための知識を習得します。

AIの概要とビジネス現場における具体的な活用場面な
ど、AIを活用するための知識を習得します。

表計算ソフトを活用したデータ集計など、効率よく大
量のデータを分析するための手法を習得します。

AI（人工知能）活用

効率よく分析するためのデータ集計

●実施形式
学習管理システム（LMS）を活用した
動画視聴によるｅラーニング形式

●訓練時間について
各訓練コース12時間以上※各コース４時間以上

●実施機関
株式会社インソース

主催 共催
厚生労働省愛知労働局独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構愛知支部

ポリテクセンター中部 生産性向上人材育成支援センター

受講申込書は、こちらの2
次元コードからダウンロー
ドしてください。（電子メー
ルでお申し込みください。）

〒460-0003 名古屋市中区錦1-10-1 MIテラス名古屋伏見4階
TEL：052-221-8754 E-mail：nagoyaj-seisan@jeed.go.jp 

◇ 訓練受講までの流れ（お申し込みは電子メールで ✉ お願いします。）

受講用IDの送付

受講したい訓練コースに申込後、所定の期日までに受講料を支払います

訓練開始日の５日前までに、実施機関から受講用IDが送付されます

訓練開始日から２か月間、申込をした以下の訓練コースをいつでも受講できます



コースの詳細はホームページをご覧ください！
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コースの詳細はホームページをご覧ください！
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【DX対応コース】 ２０２５年度 新規開講コース！

講座のねらい

基本項目

ＩＴツールの種類と活用

ＩＴツールの業務適用

主な内容

「ＩＴツールを活用してムリ・ムダをなくしたい」、「ＩＴツールを導入したがなかなか業務の改善に

つながらない」などでお悩みの皆様向け

ＩＴツールの特徴や種類など、業務改善に適切なＩＴツールを選定するための知識を
習得する。

ＩＴツールを活用した業務改善

講座のねらい

両コースとも、60分～100分程度の「ITスキルに関する研修動画」が、 無料で　視聴可能です！（人材開発支援助成金対象外です。）

講
義
内
容

基本項目

ＡＩ（人工知能）の概要

ＡＩの活用事例と今後の展望

講
義
内
容

 Ａ Ｉ （ 人 工 知 能 ） の 活 用

 効率よく分析するためのデータ集計

データ集計

データ集計に役立つ機能

講座のねらい

「業務上の問題点（ムリ・ムダ）を把握したい」、「業務改善の進め方が分からない」などで

お悩みの皆様向け

業務上の問題点の可視化や改善に向けた具体的進め方など業務改善の視点と方法を
習得する。

講座のねらい

基本項目

業務改善手法

講
義
内
容

主な内容

業務改善と業務の可視化

 職場のリーダーに求められる統率力の向上

講
義
内
容

基本項目 主な内容

タイムマネジメントの手法
「人手が不足/仕事の進め方/個人の能力など、どこに問題がある分からない」

「仕事が多く、どこから手を付けていいか迷う」などでお悩みの皆様向け

タイムマネージメント手法やタスク管理など業務の効率化・スピード化のための知識を
習得する。時間管理とタスク管理

講座のねらい

【生産性向上コース】

業務効率向上のための時間管理

 成 果 を 上 げ る 業 務 改 善

基本項目 主な内容

職場の生産性と統率力 「何を管理したら組織は強くなるのだろうか」、「部下の強みをもっと引き出したい」などで

お悩みの皆様向け

組織の管理機能や職位に応じた統率力など職場のチームワークをけん引できる能力を
習得する。3 職場の情報伝達

組織の管理

　①表計算ソフトの活用　　②文書作成ソフトの活用　　③プレゼンテーションソフトの活用

限られた人員で最大限の成果を上げることによる労働生産性の向上をめざして、客観的に仕事の
進め方を分析することで、仕事が進まない原因を取り除き、業務の効率化・スピード化を促進でき
る仕組みづくりを行うための知識を習得する。

生産性向上に資する業務改善の目的と必要性を理解し、改善の視点と具体的な進め方を
習得する。

職場の生産性を向上するために必要となる各種経営組織や形態に対応できる管理機能や職位に
応じた組織を統率するための能力を理解し、職場のチームワークを牽引できる能力を習得する。

業務の省力化や効率化を目指して、ＩＴツールを活用することで業務改善を実現するために、ＩＴ
ツールの特徴と種類を理解し、自社業務に適切なＩＴツールを選定するための知識を習得する。

ＡＩ（人工知能）の概要とビジネスの現場におけるＡＩの具体的な活用場面等について理解し、
ＡＩ活用に係る知識を習得する。

効率よく大量のデータを分析するための、表計算ソフトを活用したデータ集計手法を習得する。

講
義
内
容

基本項目

データ集約

主な内容

「ＡＩの導入事例が知りたい」、「ＡＩ活用のメリットが知りたい」などでお悩みの皆様向け

ＡＩの概要とビジネス現場における具体的な活用場面など、ＡＩを活用するための知識を
習得する。

主な内容

「アンケート結果等の結果を見やすくまとめたい」、「集計データを分析に活用したい」

などでお悩みの皆様向け

表計算ソフトを活用したデータ集計など、効率よく大量のデータを分析する手法を
習得する。

講座のねらい

講
義
内
容
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